
2021年11月18日
レッドハット株式会社

中島 倫明
齊藤 秀喜

H3 Ansibleサーバ/ネットワーク運用自動化ハンズオン～
基礎から応用まで～



Copyright 2021 Red Hat K.K.2

本日のプログラム

• 13:00 ～ 13:30 Ansibleの概要
• 13:45 ～ 15:45 Ansible 基礎ハンズオン -サーバ編-
• 16:00 ～ 18:00Ansible 応用ハンズオン -ネットワーク編-
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自動化でアプローチする課題
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インフラ業務の実態 実際に作業している
のはここだけ

実際の業務分析の結果を元にRed Hatで作成したサンプルの「仮想マシン払い出し」作業のVSMです。
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ドキュメント作成や調整に多くの時間が費やされている

ほぼ100%

75%前後

n=218
Red Hat 実施 Automation Day ワークショップ結果より

50%前後

25%前後

ドキュメント作成や

打合せ、各種調整に

使っている

業務時間の割合

インフラ部門の主業務は

インフラを操作すること

ではなくなっている
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積み重なるコミュニケーションコスト

申請書、ヒアリングシートの
受信、依頼受諾

内容確認打合せ

ドキュメント作成/編集
関係者とレビュー、調整、合
意

検証環境での確認
確認内容のドキュメント化

関係者と結果レビュー、調整

ドキュメント作成/編集
関係者とレビュー、調整、合
意

ドキュメント作成/提出 関係者と調整、合意

関係者とレビュー、調整、合
意ドキュメント作成/編集

作業依頼

検証・確認

手順書

作業のための申請

パラメータシート

設計書

作業実施 関係者とレビュー、確認実作業
ドキュメント
作成/提出
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人と人のコミュニ

ケーションを通し

て、構築や運用

の品質を上げる

作業によってイン

フラを構築・運用す

る

インフラ部門の作業構成比率
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現代のインフラ部門の業務実態に合わせた自動化のアプローチ

自動化1.0
手順にフォーカスした自動化インフラ部門の

作業構成比率

実作業

サーバーやネットワーク機器を実際に操作する

作業のための準備、調整

コミュニケーションを通して作業の品質を上げる

自動化2.0
コミュニケーションに
フォーカスした自動化
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自動化で目指す姿
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（自動化2.0化のイメージ）導入前

テスト

WEB

AP
DB

本番

WEB

AP
DB

テスト環境を使って作
業手順書、テスト項目

レビュー

本番作業

作業依頼 (Input)

作業(output)

人や組織のオーバー
ヘッドが大きく、作業
工程が肥大化した状
態。
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（自動化2.0化のイメージ）サービス化した状態

テスト

WEB

AP
DB

本番

WEB

AP
DB

サービスを使うユーザー

テスト環境を使って作
業手順書、テスト項目

レビュー

本番作業

作業依頼
サービス化されたインフラ作業
（仮想マシンの構築、LB操作、FW操
作、サービスの再起動、ログの取得
等々）

巨大なサイクルの一部
をサービスとして分離
する。

インプットとアウトプット
がインフラ部門から切
り離される。
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（自動化2.0化のイメージ）インフラCI基盤を配置した状態

テスト

WEB

AP
DB

本番

WEB

AP
DB

サービスを使うユーザー

常にproductionの
最新版を使う

常にdevの最新版
を使う

開発コード
dev

本番コード
production

テスト環境を使って作
業手順書、テスト項目

レビュー

本番作業

作業依頼

インフラCI基盤 CoE自動化推進担当
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（自動化2.0化のイメージ）インフラCI基盤での自動化開発（１）

テスト

WEB

AP
DB

本番

WEB

AP
DB

サービスを使うユーザー

開発コード
dev

本番コード
production

テスト環境を使って作
業手順書、テスト項目

レビュー

本番作業

作業依頼 開発
規約チェック
構文チェック

単体テスト 結合テスト レビュー

開発者はシステム化され
た品質維持プロセスと対
話しながら開発を行う。CI

Pipeline

自動テスト

インフラCI基盤 CoE自動化推進担当
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（自動化2.0化のイメージ）インフラCI基盤での自動化開発（２）

テスト

WEB

AP
DB

本番

WEB

AP
DB

サービスを使うユーザー

開発コード
dev

本番コード
production

CoEエキスパート

テスト環境を使って作
業手順書、テスト項目

レビュー

本番作業

作業依頼 開発
規約チェック
構文チェック

単体テスト 結合テスト レビュー

開発者はシステム化され
た品質維持プロセスと対
話しながら開発を行う。

システムのテストを
通過したものだけを
レビュー

CI
Pipeline

自動テスト

インフラCI基盤

Update

運用する程にノウハ
ウが「テストコード」
として蓄積

CoE自動化推進担当
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（自動化2.0化のイメージ）自動化2.0が定着した状態

テスト

WEB

AP
DB

本番

WEB

AP
DB

サービスを使うユーザー

開発コード
dev

本番コード
production

インフラCI基盤

CoEエキスパート

テスト環境を使って作
業手順書、テスト項目

レビュー

本番作業

開発者はシステム化され
た品質維持プロセスと対
話しながら開発を行う。

システムのテストを
通過したものだけを
レビュー

CI
Pipeline

人と人の対話が必要な
巨大なサイクル

対話不要で回る小さなサイクルへと分割

CoE自動化推進担当
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Ansibleによる自動化2.0
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手順の置き換えからサービス化への移行をシームレスにサポート
チームA チームB

利用制限

周辺システム

☓
☓

チームC

サービス開発

標準化された
自動化コード

サービス化
サービスの連結

● Playbooks
● Roles
● Collections

● ジョブテンプレート
● ワークフロー

自動化1.0

自動化2.0

慣れ親しんだ自動化 1.0から段階的な自動化2.0への移行が可能。
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サービスとコードが分離されているためインフラCI化が容易
チームA チームB

利用制限

周辺システム

☓
☓

チームC

サービス開発

標準化された
自動化コード

サービス化
サービスの連結

● Playbooks
● Roles
● Collections

● ジョブテンプレート
● ワークフロー

もちろんサービス化された自動化の CIにも発展可能。
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ハンズオン
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Ansible の構造

playbook

inventory

credential

module

role servers

networks

cloud

ansible.cfg

variables
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まとめ
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まとめ

• インフラ効率化には自動化1.0から自動化2.0へのシフトが重要
− 手順に着目した自動化から、対話の最適化に着目した自動化へ

• 自動化2.0へのシフトでインフラ部門の働き方は変化
− ドキュメントと打合せ中心の労働集約型から、コードを中心とした知識集約型へ

• 演習ではまずAnsibleを使った自動化1.0からスタート
− 標準化された手順のコード化




